事が 自然で 着実で どうに も 悪い 心 持の しょうがない。 

そうした 事柄が 如何にも 純粋に 日本的 だとい う 気がす 

るので ある。 迷信 だと 云って けなす 人 も あるが、 たと 

え 迷信 だとしても これら はよ ほど たちのい い 迷信で あ 

みち 

る。 どの 途 迷信 は 人間に はっき ものであって、 これの 

ない 人 は どこに もない。 科学者に は 科学 上の 迷信が あ 

り、 思想家に は 思想 上の 迷信が ある。 迷信で たちの 悪 
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いのは 国 を 亡し 民族 を 危うくす るの も ぁリ、 あるい 

は 親子 兄弟 を 泣かせ 終に は 我 身 を 滅ぼす のがい くらで 

も ある。 しかし 千人針に はそんな 害毒 を 流す 恐れ は 毛 

頭な さそう である。 戦地の 寒空の 塹壕の 中で 生きる 死 
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ぬるの 瀬戸際に 立つ 人に とって は、 たった 一片の 布片 

と は 云え、 一 針 一 針の 赤 糸に 籠め られ た心尽 しの 身に 

沁みない 日本人 はまず 少ないで あろう。 どうせ 死ぬ に 

しても この 布片を もって 死ぬ 方が、 もたずに 死ぬ より 

も 心 淋し さの 程度に いくらかの ちがいが ぁリ はしない 

かと 思われる。 戦争で なくても、 これ だけの 心尽くし 

い かちみ 

の 布片を 着込んで 出で立って 行けば、 勝負事なら 勝 味 

が 付く だろう し、 例えば 入学試験 でもき つと 成績が 一 

割 方よ くなる であろう。 務め 人なら 務めの 仕事の 能率 

が 上がる であろう。 

一 針 縫う のに 十五 秒ない し 三十 秒 かかる であろうし、 



それに 針 や 糸 を 渡し 受取り、 布片を 延べたり、 〇 印 を 

一 つ 選定した リ する にも かれこれ 此れと 同じく らい は 

かかる。 それで あとからあとから 縫い 手が 押し かけて 

くれれば ともかく、 そうでない とすると 一 分に 一 針 平 

均 はよ ほど 六ケ しいであろう。 しかし 仮り に 一分に 一 

つと しても、 千 針に 対して は 十六 時と 四十 分 を 要する _ 

八 時間 労働と しても 二日で は 少し 足りない。 なかなか 

大変な 仕事で ある。 閑人の 道楽なら ばいい が、 仕事の 

あるお 神さん やおば さん 達に は あま リ 楽な 仕事で はな 

さそう である。 

上野 広小路の 喫茶店へ はいった。 年若い 芸者 を 二人 



落 付けて 反省して みなければ ならない。 

(昭和 七 年 四月 『セル パン』) 
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